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以
前
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
悪

徳
商
法
が
、
次
々
と
発
生
し
て
い
ま
す
。
お

寺
も
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の
事
例

を
御
紹
介
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
ら

良
い
の
か
考
え
て
み
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
九
月
下
旬
に
、
多
田
探
偵
事

務
所
か
ら
都
内
の
お
寺
へ
〈
左
記
・
文
面

�
〉
の
よ
う
な
手
紙
が
一
勢
に
届
き
ま
し
た
。

「
○
○
」
の
と
こ
ろ
は
、
お
寺
の
住
職
の
名

字
で
す
。
封
筒
の
宛
名
名
は
、「
○
○
寺
○

○
○
○
様
」
と
な
っ
て
お
り
、
○
○
寺
は
お

寺
の
名
前
、
○
○
○
○
様
は
住
職
の
フ
ル
ネ

ー
ム
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
金
書
留

の
宛
先
の
住
所
は
二
〜
三
ヶ
所
あ
り
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
被
害
は

で
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
投
函
は
九

月
十
七
日
に
一
勢
に
郵
送
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

文
面
を
読
み
ま
す
と
「
お
寺
の
住
職
の
身

辺
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
不
利
益
な
結
果
が
出

た
。
こ
れ
を
依
頼
者
に
報
告
し
な
い
の
で
五

十
万
円
送
金
し
な
さ
い
。」
と
い
う
も
の
で

す
。
な
か
に
は
身
に
覚
え
の
あ
る
人
が
い
て

支
払
う
人
が
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
身
に

覚
え
が
な
く
と
も
家
族
の
信
頼
関
係
に
傷
が

つ
く
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

昨
年
十
二
月
に
は
、〈
文
面
�
〉
の
訴
状

と
〈
文
面
�
〉
の
答
弁
書
用
紙
が
、
特
定
の

御
宗
門
の
お
寺
に
一
勢
に
郵
送
さ
れ
ま
し
た
。

〈
文
面
�
〉
の
訴
状
は
、
一
見
し
て
偽
物
と

判
断
で
き
ま
す
。
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
ま
す
。

「
出
頭
日
及
び
、
担
当
弁
護
士
、
裁
判
詳
細

に
つ
い
て
は
、
必
ず
佐
藤
法
律
事
務
所
迄
、

本
状
到
着
二
日
以
内
に
ご
連
絡
し
て
戴
く
様

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」

訴
状
に
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
記
入
し
ま

せ
ん
。
裁
判
が
始
っ
て
し
ま
え
ば
、
も
は
や

相
手
の
弁
護
士
に
連
絡
す
る
こ
と
は
何
も
な

く
、
出
頭
日
や
裁
判
等
に
つ
い
て
の
説
明
は

裁
判
所
が
担
当
す
べ
き
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
一
般
の
方
々
は
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
判
り
ま
せ
ん
か
ら
、
つ
い
騙
さ
れ
る

人
も
い
て
、
電
話
を
掛
け
る
と
振
り
込
め
詐

欺
ま
が
い
の
被
害
に
遇
っ
て
し
ま
う
方
も
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、〈
文
面
�
〉
の
答
弁
書
用
紙
に
は

原
告
名
が
書
き
込
ま
れ
て
は
い
ま
す
が
、
被

告
者
名
は
記
入
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
こ
の
訴
状
は
佐
藤
法
律
事
務
所

の
封
筒
を
用
い
て
「
重
要
」「
大
至
急
」
と

い
う
文
字
が
宛
名
と
共
に
印
字
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
宛
名
名
は
お
寺
の
住
所
の
下

に
○
○
寺
と
お
寺
の
名
前
と
共
に
住
職
の
名

前
が
○
○
○
○
様
と
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
代
表
役
員
の
代
表
者
を
示
す
文
言
も
あ

り
ま
せ
ん
。

訴
状
や
答
弁
書
用
紙
が
法
律
事
務
所
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
こ
と
は
、
全
く
あ
り
得
な
い

こ
と
で
す
。
因
み
に
私
の
事
務
所
か
ら
東
京

簡
易
裁
判
所
へ
問
い
合
せ
た
と
こ
ろ
〈
文
面

�
〉
の
答
弁
書
用
紙
に
記
入
さ
れ
た
事
件
番

号
は
存
在
す
る
が
、
当
事
者
が
異
な
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
佐
藤
健
太
郎
と
い

う
弁
護
士
は
存
在
し
ま
せ
ん
し
、
こ
の
事
務

所
へ
架
電
し
た
と
こ
ろ
、
も
は
や
使
わ
れ
て

は
い
な
い
番
号
で
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
手
口
の
商
法
は
、
明
ら
か

に
人
を
騙
す
詐
欺
罪
に
該
り
ま
す
の
で
、
心

当
た
り
、
身
に
覚
え
あ
る
な
し
に
拘
ら
ず
、

速
や
か
に
近
く
の
弁
護
士
と
か
警
察
署
で
相

談
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
被
害
に
遇
っ
た
と

き
や
遇
い
そ
う
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
直
ち

に
「
法
的
手
段
を
と
る
」
と
い
う
こ
と
が
、

そ
の
程
度
の
勇
気
を
も
つ
こ
と
が
、
自
分
だ

け
で
な
く
、
社
会
か
ら
被
害
を
根
絶
す
る
第

一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。

最
近
「
悪
徳
商
法
の
手
口
を
見
抜
く
！
」

と
い
う
本
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
著
者
は
、
宮

崎
県
都
城
市
の
総
務
課
長
で
あ
る
高
田
厚
男

氏
で
す
。
こ
の
本
の
目
次
を
み
る
だ
け
で
も

非
常
に
参
考
に
な
り
ま
す
。

嘘
で
騙
さ
れ
易
い
人
は
、
�
人
の
言
う
こ

と
を
鵜
呑
み
に
す
る
人
、
�
人
に
同
情
し
や

す
い
人
、
�
助
言
を
慎
重
に
考
え
な
い
人
、

�
儲
け
よ
う
と
い
う
意
識
の
強
い
人
、
�
早

と
ち
り
し
や
す
い
人
、
�
自
分
だ
け
は
と
自

負
心
の
強
い
人
、
�
自
己
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
い
人
だ
そ
う
で
す
。

ま
た
嘘
を
平
気
で
つ
く
人
は
、
�
勝
手
で

自
己
中
心
的
な
人
、
�
短
気
で
開
き
直
る
人
、

�
思
い
や
り
の
な
い
人
、
�
神
経
質
で
細
か

な
こ
と
を
気
に
す
る
人
、
�
金
銭
に
こ
だ
わ

り
の
強
い
人
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

お
寺
の
関
係
者
の
中
に
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
で
騙
さ
れ
て
し
ま
う
人
が
い
ま
す
。

後
で
考
え
直
す
と
騙
さ
れ
た
人
も
信
じ
ら
れ

な
い
よ
う
な
些
細
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
紛

争
に
巻
き
込
ま
れ
る
く
ら
い
な
ら
ば
こ
の
程

度
の
お
金
で
解
決
で
き
れ
ば
よ
い
か
、
と
思

っ
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。
気
を
付
け
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

（
参
考
文
献

高
田
厚
男
著
「
悪
徳
商
法
の

手
口
を
見
抜
く
！
住
民
の
消
費
生
活
に
役
立

つ
事
例
か
ら
学
ぶ
実
践
ノ
ー
ト
」
株
式
会
社

ぎ
ょ
う
せ
い
刊
、
電
話
〇
三
（
五
三
四
九
）

六
六
五
一
）

悪
徳
商
法
に

騙
さ
れ
な
い
よ
う
に
！

■
顧
問
弁
護
士

長
谷
川

正
浩
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東京簡易裁判所民事 ２ 係 御中
事件番号 平成１６年（ハ）第６６２号
事件名 損害賠償 請求事件

原告 トータルネットこと山上達也

答 弁 書
平成 年 月 日

住所 〒 － （アパートやマンションの場合は、棟、号室まで記入してください。）

氏名（会社の場合は、会社名、代表社名まで記入してください。）

電話番号（ ） － FAX（ ） －

１ 書類の送達場所の届出（□に�を付けてください。
私に対する書類は、次の場所宛に送ってください。
�□ 上記の住所
�□ 上記の住所以外下記場所（勤務先の場合は、会社名も記入してください。）
この場所は、□勤務先、□その他（ ）
住所 〒 －

電話番号（ ） － FAX（ ） －
※ 上記�の場所で、あなた以外の方にあてて郵便物を送ってもらいたい場合

送達受取人の届出 （希望される方のみ記入してください。）
私に対する書類は、（氏名） あて におくってください。

２ 請求に対する答弁（□に�印をつけてください。）
訴状の請求の原因（紛争の要因）に書かれた事実について、
□ すべて認めます。
□ 間違っている部分があります。
【
□ 知らない部分があります。
【

３ 私の言い分（□に●印をつけてください。）
□ 私の言い分は次のとおりです。
【
□ 争う気はない、和解による解決を希望します。

◆ 口頭弁論期日には出席する予定ですか。 □はい □いいえ
理由

○○様へ

この度、突然の手紙で失礼とは存じますが、当方に依頼があり、

○○様の身辺調査をさせて頂きました。その結果、○○様の不

利益になる事がいくつか挙がりましたので、そこで早急に対応

して頂きたく御連絡させて頂きました。こちらとしては調査結

果を依頼者様に報告義務が御座いますが、当方は利益を目的に

働かせて頂いております。

今回の調査○○様の誠意次第で依頼者様へは報告せずに二人だ

けで解決出来たらと考えております。

そこで依頼の方は金３０万円でお受けしておりますので、ここに

金２０万円足さして頂いた金５０万円でお願いしたいと存じます。

この私の申し出を快く受けて頂けると確信しております。

尚、この件に関しては私も社会的地位がありますので、今回限

りと堅く約束させて頂きます。

もし、○○様の方がお支払いしないとゆう事であれば、当社へ

の依頼どおり依頼者様へ全て御報告させて頂きます。依頼者様

への調査結果の御報告予定日は９月２２日となっておりますので、

９月２１日中までに下記の所までに送金を宜しくお願い致します。

お支払いは、郵便局の現金書留で

１６０‐００２３

新宿区西新宿６‐２５‐１６ 西新宿第７‐１０１０‐V

多田探偵事務所宛まで送金お願い致します。

訴 状

当事者の表示 別紙当事者目録の通り

損害賠償等請求事件

訴訟物の価額 金３１６０００円

貼用印紙類 ３０００円

予納郵券額 ３１２０円

〒６５０－００２３

兵庫県神戸市中央区栄町通３－２－２

電話番号 ０７８－７０６－３５６２

ＦＡＸ ０７８－７０６－４２２０

弁護士 佐藤 健太郎

出頭日及び、担当弁護士、裁判詳細については、必ず、佐藤法律事務

所迄、本状到着二日以内にご連絡して戴く様お願いします。

東京簡易裁判所 御中

請 求 の 趣 旨

１ 被告は原告に対し、金３１６０００円を支払い、尚遅延損害金について

は、本訴状送還日から支払わなくてよい。

２ 訴訟費用は被告の負担とするとの判決並びに仮執行宣告を求める。

請求の原因

１、被告は電子消費者契約民法特例法にもとづき、契約自由の原

則により原告側の契約事項に同意し原告側の情報提示を受け

たのにもかかわらず、料金を踏み倒すという悪質なものであ

り、原告が再三連絡をしたのにもかかわらずそれを無視し支

払いをせずに現在まで来た。平成１６年３月２１日に総合有料番

組「トータルネット」と契約を結び、様々な番組との通信番

組契約を解除せずに１０月２６日に番組から強制仮退会の行為を

受ける。よって「トータルネット」に対して支払いを求める

と同時に請求額は当弁護団も同意のものとする。尚、遅延損

害金は契約通り年１２％とする。

２、料金の明細は平成１６年３月２１日「トータルネット」との契約

に新規登録料として３５０００円の契約を交わし使いたい放題プ

ランに加入して月額３００００円の契約を交わしたものとする。

強制仮退会は１１月２６日、年率１２％の遅延損害金２１２００円を含

め損害賠償金、貼用印紙額、予納郵券額、をあわせ３０２３２０円

の支払いを求めて本申し立てに及んだ。

３、支払い督促後、支払いを拒むことや逃亡する恐れがある場合

においては弁護士と執行官による給料差し押さえ、動産物の

差し押さえなどの強制執行にふみ切ることとする。

４、よって電子消費者契約民法特例法にもとづき口頭弁論により

裁判を行なう。尚、どのような事情があるにせよ裁判を欠席

された場合は原告の勝訴となる。

原本

＜文面①＞

原本

＜文面③＞

＜文面②＞
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十
一
月
一
日
、
東
京
・
慈
母
会
館
で
仏
教

Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｂ
Ｎ
Ｎ
）
に
加
盟

し
て
い
る
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
（
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
が
、
パ
キ
ス
タ
ン
地
震
救
援

活
動
報
告
会
を
開
催
し
た
。

十
月
八
日
パ
キ
ス
タ
ン
北
東
部
で
発
生
し

た
地
震
は
、
現
在
死
者
五
万
四
千
人
、
負
傷

者
七
万
六
千
人
、
住
居
喪
失
者
三
百
万
人
と

い
わ
れ
て
い
る
。

Ｓ
Ｖ
Ａ
で
は
、
地
震
発
生
か
ら
の
三
日
後

の
十
月
十
一
日
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
事
務
所

か
ら
二
名
、
日
本
か
ら
十
四
日
に
関
尚
士
氏

（
Ｓ
Ｖ
Ａ
緊
急
対
策
室
長
）
ら
二
名
が
現
地

入
り
し
、
調
査
を
開
始
。
関
氏
は
、
三
十
日

に
帰
国
し
現
地
の
状
況
と
救
援
活
動
の
報
告
、

今
後
の
支
援
計
画
を
話
さ
れ
た
。

日
本
の
報
道
で
は
、
首
都
イ
ス
ラ
マ
バ
ー

ド
の
高
層
ビ
ル
の
倒
壊
が
連
日
放
映
さ
れ
て

い
た
が
、
そ
の
回
り
の
被
害
は
最
小
限
で
あ

っ
た
。
被
害
の
中
心
は
、
震
源
地
の
山
岳
地

帯
で
、
現
在
も
道
が
寸
断
さ
れ
、
重
機
や
物

資
が
ま
っ
た
く
届
い
て
い
な
い
地
域
が
多
い

と
い
う
。

ま
た
、
地
震
発
生
が
現
地
時
間
の
早
朝
八

時
五
十
分
に
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
学
校

校
舎
の
倒
壊
で
多
く
の
子
ど
も
た
ち
も
被
害

に
遭
っ
て
い
る
。
あ
る
女
子
中
学
校
で
は
、

七
百
五
十
人
の
生
徒
の
内
、
八
十
五
人
の
死

亡
が
確
認
さ
れ
、
倒
壊
し
た
校
舎
の
下
に
約

二
百
人
が
眠
っ
て
い
る
と
の
痛
ま
し
い
報
告

も
な
さ
れ
た
。

今
後
直
面
す
る
問
題
と
し
て
、
震
源
地
が

標
高
二
千
メ
ー
ト
ル
の
山
岳
地
帯
の
た
め
、

降
雪
期
が
近
く
、
テ
ン
ト
・
毛
布
等
の
調
達

が
急
務
で
あ
る
。
ま
た
、
輸
送
・
ア
ク
セ
ス

（
現
在
も
約
二
〇
万
人
が
支
援
を
受
け
ら
れ

な
い
）
に
つ
い
て
は
、
救
援
物
資
の
運
搬
は

勿
論
の
こ
と
重
機
が
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、

倒
壊
し
た
家
屋
の
撤
去
や
、
仮
設
住
居
の
建

設
も
困
難
で
あ
る
こ
と
な
ど
多
く
の
問
題
が

危
惧
さ
れ
て
い
る
。

支
援
活
動
と
し
て
は
、
十
月
二
十
四
・
二

十
五
日
の
両
日
、
震
源
地
に
ほ
ど
近
い
シ
ン

キ
ャ
リ
地
区
マ
ン
セ
ラ
の
学
校
を
拠
点
に
、

緊
急
物
資
「
ホ
ー
ム
キ
ッ
ト
」（
鍋
・
コ
ッ

プ
・
油
・
米
・
毛
布
な
ど
）
を
二
〇
一
世
帯

に
配
付
。
物
資
配
付
に
先
立
ち
、
必
要
と
し

て
い
る
人
に
確
実
に
届
く
よ
う
チ
ケ
ッ
ト
を

事
前
に
配
付
し
た
。
ま
た
、
現
地
の
多
く
の

学
生
た
ち
が
支
援
に
協
力
し
た
。

今
後
、
近
隣
の
マ
ク
リ
ア
地
区
の
二
五
〇

世
帯
へ
「
ホ
ー
ム
キ
ッ
ト
」
を
配
付
し
、
両

地
区
の
五
つ
の
公
立
小
学
校
（
児
童
千
人
）

に
対
し
、
文
具
・
学
用
品
・
遊
具
等
の
配
付

や
、
校
舎
が
倒
壊
し
た
マ
ク
リ
ア
地
区
の
学

校
へ
は
、
仮
設
テ
ン
ト
・
机
・
黒
板
等
の
提

供
も
予
定
し
て
い
る
。

今
後
の
Ｓ
Ｖ
Ａ
の
支
援
計
画
は
左
記
の
と

お
り
、
六
ヶ
月
間
を
予
定
し
て
い
る
。

�
緊
急
対
応
期
：
十
月
〜
十
二
月
中
旬

【
住
居
喪
失
世
帯
緊
急
支
援
】
シ
ェ
ル
タ

ー
提
供
、
ホ
ー
ム
キ
ッ
ト
配
布
等

【
子
ど
も
の
遊
び
場
支
援
】
シ
ェ
ル
タ
ー

提
供
・
文
具
・
図
書
配
布
等

�
生
活
復
興
支
援
期
：
十
二
月
〜
三
月
下
旬

【
住
居
喪
失
世
帯
生
活
再
建
支
援
】
生
活

再
建
支
援
キ
ッ
ト
（
種
・
農
耕
具
・
肥

料
・
家
畜
等
）

【
学
校
再
開
支
援
】
仮
説
校
舎
提
供
、
教

育
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等

し
か
し
、
募
金
目
標
額
三
千
万
円
に
対
し
、

三
分
の
一
程
度
の
活
動
資
金
し
か
集
ま
っ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
と
の
報
告
が
な
さ

れ
た
。

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
と
比
べ
る
と
、
世
界
的

に
み
て
も
報
道
や
募
金
が
極
端
に
少
な
く
、

国
連
の
復
興
支
援
活
動
資
金
目
標
額
、
五
億

五
千
万
ド
ル
に
対
し
、
確
実
な
入
金
は
一
億

一
千
万
ド
ル
、
二
〇
％
相
当
し
か
集
ま
っ
て

い
な
い
。

本
会
で
は
、
救
援
基
金
よ
り
、
十
月
十
八

日
付
け
で
Ｂ
Ｎ
Ｎ
経
由
で
百
万
円
を
Ｓ
Ｖ
Ａ

へ
寄
託
し
た
。

（
八
頁
に
関
連
記
事
掲
載
）

【
問
い
合
せ
】

Ｓ
Ｖ
Ａ
東
京
事
務
所

電
話

〇
三
―
五
三
六
〇
―
一
二
三
三

http
://w

w
w
.jca.opc.org/sva/

シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会（
Ｓ
Ｖ
Ａ
）

パ
キ
ス
タ
ン
地
震
救
援
活
動
報
告
会

〜
世
界
的
に
復
興
活
動
資
金
集
ま
ら
ず

マンセラの学校を拠点に「ホームキット」を配布

パキスタンの現況を報告する
関尚士氏
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十
一
月
八
日
午
後
三
時
半
よ
り
第
四
十
回

大
阪
府
佛
教
徒
大
会
が
約
五
百
名
の
参
加
者

を
得
て
ホ
テ
ル
日
航
大
阪
を
会
場
に
開
催
さ

れ
た
。（
大
阪
府
仏
教
会
・
大
阪
府
仏
教
青

年
会
主
催
）

第
四
十
回
の
記
念
式
典
で
は
、
増
田
貞
圓

大
阪
府
仏
教
会
会
長
が
戦
後
の
混
乱
期
を
脱

し
た
経
済
成
長
の
時
期
に
発
足
し
た
会
の
歴

史
に
触
れ
た
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ

ー
マ
は
、「
徹
底
討
論

宗
教
と
政
治
パ
ー

ト
６
」
と
題
し
、
自
民
大
勝
と
宗
教
界
の
あ

り
方
を
問
う
を
副
題
に
自
公
連
立
・
絶
対
安

定
過
半
数
の
も
た
ら
す
影
響
を
宗
教
者
と
し

て
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
を
討
議
し
た

い
と
語
っ
た
。
さ
ら
に
各
地
区
仏
教
会
で
活

躍
し
て
い
る
住
職
歴
三
十
年
の
方
々
、
十
数

名
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
コ
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
増

田
会
長
、
パ
ネ
ラ
ー
平
田
貞
夫
元
参
議
院
議

員
、
川
崎
泰
資
椙
山
女
学
園
客
員
教
授
、
辻

恵
前
衆
議
院
議
員
（
民
主
党
）
の
各
氏
に
よ

っ
て
約
二
時
間
余
り
行
わ
れ
た
。

平
田
氏
は
、
著
書
「
公
明
党
・
創
価
学
会

と
日
本
」「
公
明
党
・
創
価
学
会
と
真
実
」（
本

年
六
月
講
談
社
刊
）
よ
り
引
用
し
て
自
民
党

議
員
へ
の
選
挙
協
力
、
創
価
学
会
票
が
如
何

に
自
民
党
を
蝕
ん
で
い
る
か
を
語
っ
た
。
川

崎
氏
は
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
職
員
と
し
て
永
く
政
治

・
報
道
に
携
わ
っ
た
経
験
か
ら
公
明
党
と
創

価
学
会
の
関
係
に
つ
い
て
発
言
。
辻
氏
は
、

九
月
の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
出
馬
し
た
が
、

自
公
協
力
の
候
補
者
に
破
れ
た
。
民
主
党
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て
国
民
の
声
を
も
っ

と
吸
い
上
げ
た
内
容
に
す
べ
き
で
あ
っ
た
と

反
省
。
一
年
九
ヶ
月
の
衆
議
院
議
員
体
験
と

し
て
国
会
本
会
議
や
各
委
員
会
で
は
政
策
を

闘
わ
す
場
と
な
っ
て
い
な
い
。
殊
に
政
府
与

党
は
、
質
問
者
や
国
民
に
対
し
て
し
っ
か
り

と
答
え
て
い
な
い
と
語
っ
た
。

増
田
会
長
か
ら
現
在
の
政
治
状
況
に
あ
っ

て
宗
教
界
は
、
如
何
に
有
る
べ
き
か
と
各
氏

に
質
問
さ
れ
た
。
川
崎
氏
は
、
辛
口
な
言
い

方
だ
が
と
断
っ
て
、
本
日
会
場
に
お
い
で
の

方
々
の
大
半
が
年
配
者
で
あ
り
、
若
い
僧
侶

や
宗
教
者
が
参
加
す
る
こ
と
で
あ
る
と
語
っ

た
。

第
４０
回
大
阪
府
佛
教
徒
大
会

徹
底
討
論

宗
教
と
政
治
パ
ー
ト
６

（
財
）日
本
宗
教
連
盟

宗
教
教
育
に
関
す
る
研
究
会

十
月
二
十
日
午
後
二
時
よ
り
、
財
団
法

人
日
本
宗
教
連
盟
主
催
に
よ
る
「
宗
教
教

育
に
関
す
る
研
究
会
」
が
、
日
本
宗
教
連

盟
理
事
・
東
京
大
学
大
学
院
教
授
の
島
薗

進
氏
と
駒
澤
大
学
総
長
の
奈
良
康
明
師
を

講
師
に
迎
え
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
日
本
宗
教
連
盟
を
構
成
す
る
教

派
神
道
連
合
会
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合

会
、
神
社
本
庁
、
財
団
法
人
新
日
本
宗
教

団
体
連
合
会
と
本
会
の
幹
事
と
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
の
参
加
を
得
て
、
研
修
が
行
わ
れ
た
。

は
じ
め
に
島
薗
氏
が
「
日
本
の
宗
教
教

育
の
展
望
」
と
題
し
て
講
演
。
学
校
で
の

宗
教
教
育
へ
の
期
待
と
危
惧
に
つ
い
て
は

世
界
的
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
関
心
も
高
い
。

信
教
の
自
由
や
軍
国
主
義
化
へ
の
問
題
も

あ
る
が
、
生
命
の
大
切
さ
を
教
え
る
価
値

教
育
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

現
代
の
競
争
社
会
を
生
き
抜
く
知
識
の

詰
め
込
み
教
育
等
の
社
会
全
体
の
風
潮
を

変
え
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
、
生
命
倫
理

や
性
教
育
等
も
含
め
た
広
い
意
味
で
の
宗

教
教
育
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
学
校

教
育
に
お
い
て
、
現
在
の
倫
理
・
道
徳
の

他
に
特
に
宗
教
と
い
う
時
間
が
必
要
か
ど

う
か
は
別
問
題
で
あ
る
と
も
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
の
奈
良
師
に
よ
る
「
現
代
社
会

に
お
け
る
宗
教
教
育
の
意
味
と
意
義
」
と

題
し
た
講
演
に
お
い
て
、
駒
澤
大
学
で
は

仏
教
儀
礼
を
通
し
て
、
仏
教
・
宗
教
に
対

す
る
正
し
い
理
解
と
知
識
教
育
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
宗
教
的
価
値
感
を
与
え
る

こ
と
に
努
力
し
て
い
る
。
人
間
の
究
極
的

な
よ
り
処
で
あ
る
種
々
の
教
え
を
学
ぶ
こ

と
か
ら
、
生
命
の
大
切
さ
・
自
他
の
尊
重

・
感
謝
等
の
宗
教
情
操
・
感
性
が
育
ま
れ

て
く
る
。
学
校
教
育
に
お
け
る
宗
教
教
育

に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
ま
た
、
異
宗

教
・
異
文
化
に
対
す
る
寛
容
性
を
教
え
て

い
く
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
今
後
学
校
に
お
け
る
宗
教
教
育
担
当

者
の
問
題
と
し
て
、
教
え
る
人
を
い
か
に

育
て
て
い
く
か
と
い
う
問
題
の
解
決
と
適

切
な
教
材
を
宗
教
界
や
宗
教
学
会
が
協
力

し
作
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
述

べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
と
の
活
発
な
質
疑
応

答
が
あ
り
、
午
後
四
時
三
十
分
閉
会
と
な

っ
た
。

左から、増田会長、平野氏、川崎氏、辻氏
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十
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
の
両
日
、
赤

坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、
本
会
加
盟

団
体
の
代
表
者
と
本
会
推
薦
の
衆
・
参
両
院

国
会
議
員
を
招
い
て
「
仏
教
懇
話
会
」
を
開

催
し
た
。
本
年
の
二
月
に
懇
談
朝
食
会
と
し

て
行
っ
た
が
、
菩
提
寺
の
住
職
と
檀
家
と
い

う
関
係
を
よ
り
一
層
深
め
る
意
味
合
い
を
込

め
「
仏
教
懇
話
会
」
と
名
称
を
改
め
た
。

両
日
、
午
前
七
時
四
十
五
分
開
会
。
二
十

七
日
は
、
里
見
達
人
理
事
長
の
挨
拶
に
続
い

て
、
自
由
民
主
党
を
代
表
し
て
青
木
幹
雄
参

議
院
議
員
会
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。
本
会
関

係
者
二
十
四
名
、
議
員
及
び
代
理
者
五
十
七

名
が
出
席
。

二
十
八
日
は
、
里
見
理
事
長
挨
拶
の
後
、

民
主
党
の
仙
谷
由
人
衆
議
院
議
員
が
挨
拶
。

本
会
関
係
者
十
九
名
、
議
員
及
び
代
理
者
二

十
一
名
が
出
席
し
た
。

法
話
は
、
奈
良
康
明
駒
澤
大
学
総
長
が
日

常
の
仏
教
用
語
の
意
味
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い

に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。
議
員
各
氏
は
、
選
挙

や
国
会
審
議
で
す
り
減
っ
た
精
神
に
穏
や
か

な
話
が
染
み
わ
た
っ
た
よ
う
で
柔
ら
か
な
表

情
を
浮
か
べ
て
い
た
。
本
会
で
は
、
今
後
と

も
継
続
し
て
仏
教
懇
話
会
を
開
催
し
て
い
く

予
定
。

【
本
会
推
薦
国
会
議
員
内
閣
就
任
者
一
覧
】

小
泉
純
一
郎

（
内
閣
総
理
大
臣
）

安
倍

晋
三

（
内
閣
官
房
長
官
）

与
謝
野

馨

（
内
閣
府
金
融
担
当
大
臣
）

中
馬

弘
毅

（
内
閣
府
行
政
改
革
担
当
大
臣
）

額
賀
福
志
郎

（
防
衛
庁
長
官
）

長
勢

甚
遠

（
内
閣
官
房
副
大
臣
）

谷
垣

禎
一

（
財
務
大
臣
）

小
坂

憲
次

（
文
部
科
学
大
臣
）

河
本

三
郎

（
文
部
科
学
副
大
臣
）

上
川

陽
子

（
総
務
大
臣
政
務
官
）

西
田

猛

（
財
務
大
臣
政
務
官
）

西
川

京
子

（
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
）

金
子

恭
之

（
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
）

石
田

真
敏

（
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
）

〈
敬
称
略
〉

「
愛
地
球
博
」展
示
の

釈
迦
苦
行
像
が
建
長
寺
に
奉
安

十
月
二
十
五
日
、
鎌
倉
の
建
長
寺
に
ガ
ン

ダ
ー
ラ
美
術
の
至
宝
「
釈
迦
苦
行
像
」
の
レ

プ
リ
カ
が
、
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
よ
り
寄
贈
さ

れ
、
釈
迦
苦
行
像
遷
座
奉
迎
式
が
厳
修
さ
れ

た
。こ

の「
釈
迦
苦
行
像
」は
、
先
頃
閉
幕
し
た

『
愛
・
地
球
博
』
の
パ
キ
ス
タ
ン
・
パ
ビ
リ

オ
ン
に
鎮
座
し
て
い
た
も
の
で
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
国
宝
で
ラ
ホ
ー
ル
国

立
美
術
館
に
あ
る
。
国
内
で
は
、
模
造
品
を

造
る
こ
と
を
法
律
で
禁
止
し
て
い
る
が
、『
愛

・
地
球
博
』
の
為
に
、
特
別
に
制
作
さ
れ
た
。

今
後
は
、
雲
龍
図
の
あ
る
法
堂
に
安
置
し
、

一
般
公
開
さ
れ
る
。

ま
た
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
、
十
月
八
日
に

発
生
し
た
大
地
震
で
大
き
な
被
害
を
う
け
、

本
会
で
も
救
援
基
金
か
ら
百
万
円
を
パ
キ
ス

タ
ン
大
使
館
へ
寄
託
し
た
。

釈迦苦行像と高井正俊臨済宗建長寺派
宗務総長。高さ１５０� 横幅１１３�オリ
ジナルの２倍の大きさ

公
益
法
人
の
会
計
基
準
は
、
昭
和
五
十
二

年
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
近
年
、

公
益
法
人
を
と
り
ま
く
社
会
経
済
環
境
の
変

化
を
受
け
て
、
平
成
十
六
年
に
会
計
基
準
が

改
正
さ
れ
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
以
後
開

始
す
る
事
業
年
度
か
ら
で
き
る
だ
け
速
や
か

に
実
施
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

会
計
基
準
の
改
定
で
は

�
寄
付
者
・
会
員
等
か
ら
受
け
入
れ
た
財
産

に
対
す
る
受
託
会
計
責
任
を
明
確
に
す
る

と
と
も
に
、
広
く
国
民
に
対
し
て
理
解
し

や
す
い
会
計
情
報
を
提
供
す
る

�
事
業
活
動
の
効
率
性
を
よ
り
的
確
に
評
価

・
分
析
し
う
る
会
計
情
報
を
提
供
す
る

�
情
報
開
示
を
充
実
化
す
る
こ
と
に
よ
り
財

務
内
容
の
透
明
化
を
高
め
る

以
上
の
三
点
を
ポ
イ
ン
ト
に
新
会
計
基
準

で
は
、
企
業
会
計
の
理
論
・
手
法
を
導
入
し

従
来
の
収
支
計
算
書
を
中
心
と
し
た
計
算
書

類
か
ら
正
味
財
産
計
算
書
（
ス
ロ
ー
式
）、

お
よ
び
貸
借
対
照
表
を
中
心
と
す
る
財
務
諸

表
体
系
に
移
行
さ
れ
る
。

※
参
考
図
書
「
公
益
法
人
会
計
基
準
の
解

説
」

平
成
十
七
年
十
一
月
十
日
発
刊

（
財
）公
益
法
人
協
会

平
成
十
八
年
度
よ
り

新
会
計
基
準
で
実
施

公
益
法
人（
財
団
・
社
団
）会
計

本
会
推
薦
国
会
議
員
と
の

仏
教
懇
話
会
を
開
催

無料法律
相談室

◆
今
月
の
表
紙
に
つ
い
て
◆

【
ス
コ
ー
タ
イ
】

十
三
世
紀
半
ば
に
成
立
し
た
ス
コ
ー

タ
イ
朝
は
、
三
代
ラ
ム
カ
ム
ヘ
ー
ン
王

の
と
き
特
に
文
化
が
繁
栄
し
、
タ
イ
文

字
が
生
ま
れ
、
陶
芸
、
そ
し
て
仏
教
が

取
り
入
れ
、
タ
イ
の
仏
教
の
基
礎
と
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
十
五
世
紀
ア
ユ

タ
ヤ
朝
に
併
合
さ
れ
ま
す
。

長谷川正浩顧問弁
護士による、無料
法律相談を毎月第
二、第四木曜日の
午後開催しており
ます。本会事務総
局０３（３４３７）９２７５へ
事前予約の上おい
で下さい。
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十
七
日
▼
全
日
本
仏
教
青
年
会
来
局

十
八
日
▼
パ
キ
ス
タ
ン
大
使
館
訪
問

▼
民
主
党
仏
教
懇
話
会
打
ち
合
わ
せ

十
九
日
▼
人
権
啓
発
講
演
会
講
師
大
谷
昭
宏

氏
と
打
合
せ

▼
工
藤
伊
豆
元
日
宗
連
理
事
長
合
同

葬
参
列

二
十
日
▼
全
葬
連
五
十
周
年
記
念
式
典
出
席

▼
日
宗
連
幹
事
会
・
宗
教
教
育
に
関

す
る
研
究
会
出
席

二
十
一
日
▼
事
務
総
局
局
内
会
議

二
十
五
日
▼
真
宗
大
谷
派
東
京
宗
務
出
張
所

所
長
来
局

▼
鎌
倉
・
建
長
寺
「
釈
迦
苦
行
像
」

奉
迎
式
出
席

二
十
七
日
▼
仏
教
懇
話
会
開
催（
自
由
民
主
党
）

二
十
八
日
▼
仏
教
懇
話
会
開
催
（
民
主
党
）

三
十
日
▼
イ
ン
ド
大
使
館
行

三
十
一
日
▼
永
観
堂
寺
宝
展
内
見
会
出
席

（
関
西
事
務
局
）

一
日
▼
文
化
庁
来
局

▼
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

・
パ
キ
ス
タ
ン
地
震
救
援
活
動
報
告

会
出
席

一
〜
二
日
▼
公
益
法
人
協
会
会
計
セ
ミ
ナ
ー

出
席

二
日
▼
東
墨
田
町
づ
く
り
協
議
会
来
局

四
日
▼
事
務
総
局
局
内
会
議

八
日
▼
第
四
十
回
大
阪
府
佛
教
徒
大
会
出
席

▼
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
企
画
委

員
会
出
席

九
日
▼
法
律
相
談
室

十
日
▼
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

▼
宗
教
法
人
審
議
会
出
席

就
任

常
務
理
事

長
久
寺
�
瑞
（
真
宗
大
谷
派
）

理
事

調

紀
（
真
宗
大
谷
派
）

適
切
な
る
宗
教
教
育
実
現
の
た
め
の
教
育
基

本
法
第
九
条
改
正
推
進
特
別
委
員
会

関
�

幸
孝
（
真
宗
大
谷
派
）

退
任

常
務
理
事

安
原

晃
（
真
宗
大
谷
派
）

理
事

藤
田

智
賢
（
真
宗
大
谷
派
）

適
切
な
る
宗
教
教
育
実
現
の
た
め
の
教
育
基

本
法
第
九
条
改
正
推
進
特
別
委
員
会

�
澤

暢
男
（
真
宗
大
谷
派
）

野
口
善
雄
師
（
本
会
元
理
事
長
）

十
月
二
十
三
日
遷
化

八
十
五
歳

浄
土
宗
淨
運
寺
前
住
職

委
員
長

里
見
達
人

（
理
事
長
）

副
委
員
長

有
田
惠
宗

（
常
務
理
事
）

不
二
川
公
勝

（
常
務
理
事
）

長
久
寺
�
瑞

（
常
務
理
事
）

小
林
正
道

（
常
務
理
事
）

岩
間
湛
正

（
常
務
理
事
）

服
部
融
宣

（
常
務
理
事
）

細
川
景
一

（
常
務
理
事
）

西
郊
良
光

（
常
務
理
事
）

島

秀
隆

（
常
務
理
事
）

浅
井
侃
雄

（
常
務
理
事
）

大
谷
博
通

（
常
務
理
事
）

石
上
智
康

（
常
務
理
事
）

松
濤
弘
道

（
常
務
理
事
）

葦
原
正
憲

（
理
事
）

武
田
昭
英

（
理
事
）

調

紀

（
理
事
）

岡
野
正
純

（
理
事
）

森
田
俊
朗

（
理
事
）

守
山
雄
順

（
理
事
）

桶
屋
良
祐

（
理
事
）

酒
井
文
雄

（
理
事
）

横
山
敏
明

（
理
事
）

加
納
博
司

（
理
事
）

長
岡
安
成

（
理
事
）

近
藤
真
道

（
理
事
）

増
田
貞
圓

（
理
事
）

雲
井
世
雄

（
理
事
）

松
尾
善
雄

（
理
事
）

委

員
山
下
昭
文

（
曹
洞
宗
）

西
山
慈
晃

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

藤
田
哲
史

（
真
宗
大
谷
派
）

入
西
勝
彦

（
浄
土
宗
）

中
條
令
紹

（
日
蓮
宗
）

�
橋
智
運

（
高
野
山
真
言
宗
）

松
山
英
照

（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

工
藤
秀
和

（
天
台
宗
）

廣
橋
義
敬

（
真
言
宗
智
山
派
）

菅
野
秀
浩

（
真
言
宗
豊
山
派
）

渡
部
高
男

（
孝
道
教
団
）

坂
本
峰
�

（
和
宗
）

福
田
収
治

（
念
法
眞
教
）

岡
田
祐
雄

（
真
言
宗
醍
醐
派
）

生
柳
光
壽

（
真
宗
高
田
派
）

君
野
諦
賢

（
西
山
浄
土
宗
）

松
浦
浩
道

（
臨
済
宗
南
禅
寺
派
）

前
阪
良
憲

（
天
台
眞
盛
宗
）

�
木
貞
歡

（
時
宗
）

久
我
儼
昭

（
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
）

青
木
謙
整

（
臨
済
宗
東
福
寺
派
）

岡
田
眞
澄

（
融
通
念
佛
宗
）

岡
本
誠
教

（
本
門
佛
立
宗
）

朝
比
奈
惠
温

（
臨
済
宗
円
覚
寺
派
）

窓
岡
弘
道

（
真
宗
木
辺
派
）

福
家
俊
彦

（
天
台
寺
門
宗
）

牧
野
秀
成

（
法
華
宗
陣
門
流
）

田
中
利
典

（
金
峯
山
修
験
本
宗
）

橋
村
公
英

（
華
厳
宗
）

森
谷
英
俊

（
法
相
宗
）

山
内
教
嶺

（
北
海
道
仏
教
会
連
盟
）

大
井

亮

（
青
森
県
仏
教
会
）

仙
波
孝
郎

（
福
島
県
仏
教
会
）

寺
内
泰
俊

茨
城
県
仏
教
会
）

稲
木
義
友

（
栃
木
県
仏
教
会
）

若
槻
繁
隆

（
群
馬
県
仏
教
連
合
会
）

萩
野
映
明

（
埼
玉
県
佛
教
会
）

新
倉
典
生

（
東
京
都
仏
教
連
合
会
）

本
間
孝
康

（
神
奈
川
県
仏
教
会
）

上
原
教
仁

（
新
潟
県
仏
教
会
）

内
藤
睦
雄

（
山
梨
県
仏
教
会
）

山
口
祐
哉

（
長
野
県
仏
教
会
）

寺
町
研
山

（
岐
阜
県
仏
教
会
）

柴
田
尚
明

（
静
岡
県
仏
教
会
）

吉
田
教
行

（
愛
知
県
仏
教
会
）

黒
川
英
正

（
滋
賀
県
仏
教
会
）

長
沢
香
静

（
京
都
仏
教
会
）

川
島
謙
宗

（
京
都
府
仏
教
連
合
会
）

井
桁
雄
弘

（
大
阪
府
仏
教
会
）

太
田
智
徳

（
和
歌
山
県
仏
教
会
）

谷
本
正
道

（
鳥
取
県
仏
教
連
合
会
）

萩
岡
裕
明

（
徳
島
県
仏
教
会
）

藤
原
宥
然

（
香
川
県
仏
教
会
）

三
浦
章
爾

（
愛
媛
県
仏
教
会
）

一
月
正
人

（
長
崎
仏
教
連
合
会
）

弘
中
誠
之

（
宮
崎
県
仏
教
連
合
会
）

林
惠
智
子

（
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
）

藤
城

尚

（
日
本
仏
教
鑚
仰
会
）

坂
本
観
泰

（
全
日
本
仏
教
青
年
会
）

正
本
乗
光

（
国
際
仏
教
興
隆
協
会
）

小
林
昭
彦

（
日
本
仏
教
保
育
協
会
）

佐
藤
功
岳

（
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
）

�
島
孝
範

（
仏
教
伝
道
協
会
）

小
川
亮
昌

（
仏
教
情
報
セ
ン
タ
ー
）

安
本
利
正

（
事
務
総
長
推
薦
）

西
村
輝
成

（
事
務
総
長
推
薦
）

川
島
宏
之

（
事
務
総
長
推
薦
）

荒
川
正
憲

（
事
務
総
長
推
薦
）

野
生
司
祐
宏

（
事
務
総
長
推
薦
）

中

正
宣

（
事
務
総
長
推
薦
）

藤
木
雅
雄

（
事
務
総
長
推
薦
）

木
内
隆
志

（
事
務
総
長
推
薦
）

小
峰
立
丸

（
事
務
総
長
推
薦
）

一
島
正
眞

（
事
務
総
長
推
薦
）

小
笠
原
�
元

（
事
務
総
長
推
薦
）

和
田
大
雅

（
事
務
総
長
推
薦
）

井
澤
孝
一

（
事
務
総
長
推
薦
）

吉
水
智
栄

（
事
務
総
長
推
薦
）

（
十
一
月
十
日
付
）

財
団
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
委
員

事
務
総
局
録
事

十
月
（
十
五
〜
三
十
一
日
）

十
一
月
（
一
〜
十
日
）

哀
悼

人
事
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二
〇
〇
五
年
十
二
月
一
日
発
行

十
二
月
号

第
五
一
四
号

救援基金へのご協力のお願い

パ
キ
ス
タ
ン
北
部
地
震
現
地
は
切
迫
し
た
状
況

本
会
で
は
、
多
発
し
た
日
本
国
内
、
世
界

各
地
の
自
然
災
害
に
対
し
、
加
盟
団
体
や
一

般
の
皆
さ
ま
か
ら
の
義
捐
金
を
寄
託
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

パ
キ
ス
タ
ン
地
震
発
生
か
ら
一
ヶ
月
が
過

ぎ
、
地
震
に
よ
る
犠
牲
者
は
、
八
万
七
千
人

を
超
え
る
と
の
見
通
し
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

国
連
は
、
厳
し
い
冬
の
到
来
を
前
に
被
災

者
三
百
万
人
に
冬
用
テ
ン
ト
や
食
糧
を
渡
さ

な
け
れ
ば
、
さ
ら
な
る
犠
牲
者
が
出
る
と
の

発
表
を
し
て
お
り
ま
す
。

十
一
月
一
日
、
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｂ
Ｎ
Ｎ
）
に
加
盟
し
て
い
る
シ
ャ
ン
テ

ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
（
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
が
、

「
パ
キ
ス
タ
ン
地
震
救
援
活
動
報
告
会
」
を

行
い
、
現
地
か
ら
帰
国
し
た
関
尚
士
緊
急
救

援
室
長
よ
り
現
況
報
告
と
今
後
の
支
援
計
画

が
話
さ
れ
ま
し
た
。（
詳
細
・
今
号
四
頁
参

照
）震

源
地
が
山
岳
地
帯
の
た
め
、
重
機
が
入

ら
ず
支
援
物
資
が
ま
っ
た
く
渡
ら
な
い
地
域

や
、
倒
壊
し
た
家
の
撤
去
、
仮
設
住
宅
の
設

置
も
ま
ま
な
ら
な
い
が
で
き
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

世
界
的
に
み
て
報
道
や
募
金
が
少
な
く
、

被
災
地
の
状
況
は
非
常
に
危
機
的
状
況
に
あ

る
と
の
こ
と
で
す
。

本
会
は
、
救
援
基
金
よ
り
十
月
十
八
日
に

パ
キ
ス
タ
ン
大
使
館
お
よ
び
Ｂ
Ｎ
Ｎ
を
通
じ

Ｓ
Ｖ
Ａ
へ
各
百
万
円
を
寄
託
致
し
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
支
援
の
為
、
加
盟
団
体
、
各
御

寺
院
お
よ
び
壇
信
徒
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
浄

財
を
引
き
続
き
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全日本仏教徒会議滋賀大会東京都仏教連合会主催

成道会の集い 釈尊生誕地『ルンビニー園』
復興事業の歩みパネル展お釈迦さまがお悟りをひらいた日です。

皆さまつどいましょう。
日時：１２月５日（月）１時～
会場：九段会館大ホール
入場料：１０００円
１部：講演 佐藤憲雄師
「人生ご苦楽カ、キ、ク、ケ、コ」
２部：清興 小倉智昭氏
「果報は練って待て」
【問い合せ】
東京都仏教連合会事務局長
垣内善勝（万福寺）０３‐３６５７‐４５８８

１１月１６・１７日に行われた全日本仏教徒会議滋
賀大会に於て、本会のルンビニー園復興事業の経
緯と歩みに関するパネル展を開催いたしました。
考古学発掘調査を行う前のマヤ堂から、発掘作
業で出土した仏像、現在のマヤ堂の写真等をパネ
ルで展示し、２０数年に亘る本会の事業を紹介いた
しました。
また、釈尊生誕の地を示すとされるマヤ堂直下か

ら出土した印石（マーカーストーン）の原寸大のレプ
リカを作成し展示しました。
今春に発刊した『ルンビニーマヤ堂考古学的調
査１９９２～１９９５』（１０，０００円）、『ルンビニー園復興事
業の歩み』（１，０００円）の２刊も併せて紹介いたしま
した。

個人情報保護に関する研修会
講演録頒布のご案内
講師に長谷川正浩師（顧問弁護士）、清水

勉氏（日本弁護士連合会・情報問題対策委員

会副委員長）、井上文夫氏（日本テンプルヴァ

ン株式会社代表取締役）、松尾徹裕師（曹洞

宗宗務庁人事部文書課課長）の４名を迎えそ

れぞれの立場でお話いたしました講演録で、

資料・Q&Aも充実。

―申込み―：本会事務総局まで A５版１３２頁 １部８００円（税込）

（写真提供：SVA）
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